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高度分析・バイオ関連技術者の育成と教育に関わる業務提携のお知らせ 

 

当社は、標題に関し、平成19年６月20日付にて業務提携契約の締結につき決議いたしましたの

で、本日、学校法人神戸学園 神戸動植物環境専門学校と共同で、添付のプレスリリースにてお知

らせします。 

なお、業務提携による当社の平成19年12月期業績への影響は軽微でありますが、今後、本業務

提携による相乗効果にて、医薬品分野のアウトソーシング事業の拡大を図ってまいります。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
（添付） 

平成19年６月21日 

各  位 

 

静岡県静岡市駿河区南町11番１号 

株式会社アウトソーシング 

代表取締役社長 土井 春彦 

 

兵庫県神戸市東灘区向洋町中1丁目16番地 

学校法人神戸学園  

神戸動植物環境専門学校 

理事長 稲葉 豊 

 

 

高度分析・バイオ関連技術者の育成と教育に関わる業務提携のお知らせ 

 

 生産アウトソーシングサービスの株式会社アウトソーシング（本社：静岡県静岡市、代表取締役社長  

土井 春彦、以下アウトソーシング）とバイオテクノロジー・スペシャリストを養成する教育機関で

ある学校法人神戸学園 神戸動植物環境専門学校（旧神戸パストゥール・バイオ専門学校、所在地：兵庫

県神戸市、理事長 稲葉 豊、以下神戸動植物環境専門学校）は、医薬品分野の研究開発・製造に従事す

る高度分析・バイオ関連技術者の育成と教育に関わる包括的な業務提携につき平成19年６月20日付にて

業務提携契約を締結いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

１．提携の背景および目的 

医薬品分野では、長期展望の中で次々と新しい開発が行なわれ、新薬開発やグローバルな戦略の取り組

み等の基礎研究に携わる技術者の養成は益々必要な状況にあります。 
このような環境を踏まえ、アウトソーシングでは医薬品分野において実践的かつ最新技術を有する人材

によるアウトソーシング事業を進めておりますが、即戦力となる社員の採用を更に拡大させるため、未経

験者をはじめ、キャリアアップを目指す応募者に対しても門戸を広げ、専門的な入社前教育による育成を

検討しておりました。一方、神戸動植物環境専門学校では、これまでに教育機関として蓄積してまいりま

した高度なバイオ関連技術や化学分析技術に関わる教育ノウハウを基に新しいタイプの職能教育の開始

による社会人等への門戸の開放を検討しており、より企業サイドのニーズを把握し取り込めるパートナー

を求めておりました。 

本提携は、人材採用および顧客開拓につき強みを有するアウトソーシングと教育機関として分析・バイ

オに関わる専門教育につき豊富な経験を有する神戸動植物環境専門学校の意向が合致したことにより、今

後、益々、顧客ニーズの拡大が予想される高度分析・バイオ関連技術者の輩出を両者の協力にて促進して

いくことにつき合意したものであります。 

 

２．提携の内容 

 本提携に関わり、両者にて行う内容は下記の通りであります。 

（1）アウトソーシング専用コースの開設 

高度分析・バイオ関連技術者の育成・教育に関わり、神戸動植物環境専門学校にて「ＨＰＬＣ（高

速液体クロマトグラフィー）※ 研修コース」をアウトソーシング専用コースとして2007年7月より

開設します。 

ＨＰＬＣは医薬品をはじめとして食品、化学、化粧品メーカー等の先端の研究・開発を行っている

大多数の企業にて用いられており、大きなニーズが見込める分野であります。 

本コースでは、受講者の知識レベルや習熟に応じ、カリキュラムや受講期間につき、柔軟に対応す
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ることで、受講者が就業中の場合には夜間や週末の開講等を行い、学習効率や受講者の便宜の向上を

図ります。向学心に溢れる人材に広く門戸を開くことで、専門教育を修了した人材のアウトソーシン

グへの入社を増やし、派遣ビジネスを拡大してまいります。 

また、企業ニーズに合致したより実践的なコースとするため、顧客との太いパイプを有するアウト

ソーシングが顧客ニーズを吸い上げ、神戸動植物環境専門学校がカリキュラムへ反映させることにて、

より実践的な教育を目指します。 

   本コースの概要は下記の通りです。 

    ①コース名称 

ＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）研修コース 

②コース概要 

化学分析技術者としての基礎的な知識・技術である有機化合物の分離や定量のための代表的

な手法ＨＰＬＣ分析技術の取得を目的とする 90 時間コース。医薬品を初めとして食品、化学、

化粧品メーカー等における品質管理部門や研究開発部門が求める人材の教育・育成を行う。 

    ③主な取得技術 

各種実験機器操作、遠心器操作技術、試薬・緩衝液作製技術、分光光度計操作技術、ロータ

リーエバポレーター操作技術、化合物分配抽出技術、化合物固相抽出技術、ＨＰＬＣ操作技術、

ＨＰＬＣによる定量分析技術、三次元解析付きＨＰＬＣによる構造解析技術 

  ④主な使用機器 

分光光度計、ロータリーエバポレーター、ＨＰＬＣ、三次元解析付きＨＰＬＣ 

※ＨＰＬＣ：High Performance Liquid Chromatography （高速液体クロマトグラフィー）の略で、移動相と

して液体を使用し、吸着力、電荷等の違いを利用し分離することで分析を行う。 

      

また、本提携により神戸動植物環境専門学校にて一般向けコースである「医薬分析コース」、「バ

イオコース」の本年秋頃の開設を予定しております。 

各コースの概要は下記のとおりです。 

・医薬分析コース 

品質管理技術者や一般化学分析技術者の育成を目的として、高感度機器分析技術を取得するコ

ース。医薬品を初めとして食品、化粧品メーカー等の研究開発部門が求める高度分析技術者の教

育・育成を行う。 

   ・バイオ技術コース 

バイオ技術者の育成を目的として、無菌操作技術、細菌・細胞培養技術、タンパク質・遺伝子

取扱い技術を取得するコース。医薬品を始めとして食品、化粧品メーカー等の研究開発部門が求

めるバイオ技術者の教育・育成を行う。 

 

 （2）修了者の認証 

コースの修了者に対しては、神戸動植物環境専門学校より下記の２種類の書類を発行します。これ

は基礎教育と実習の内容を記載し、保有技術・技能を証明するものであり、教育機関からの証明書の

発行により、顧客企業に対し修了者の技能水準を客観的かつ正確に伝えることができ、顧客ニーズと

のマッチングが容易となります。 

・研修終了に伴う修了証書 

・研修内容を保証する研修内容証明書 

 

 （3）実習器材の提供 

 本提携に関わりアウトソーシングより、企業が求める最新の技術の習得を目的として実習機器であ

る「3次元データ解析システムを搭載した高速液体クロマトグラフ」の無償貸与を行います。 

   本機器は、従来の機器と比べ成分分析や化合物分析をデータ化し、３次元に正確かつ短時間にて解

析を行うことが可能となります。本機器は先端の研究・開発を行っている企業で使用されております。 

本機器の導入により「最新の機器取扱いの習熟」、「分析技術の向上」、「実務と同様な環境での
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教育」等が可能となり、より実践的な教育・育成が可能となります。 

 

    

３．本提携によるアウトソーシングのメリットについて 

 本提携によりアウトソーシングでは、下記のメリットを想定しております。また、本提携により、今後

につきましても、更なる包括的な取り組みを行ってまいります。 

①入社前教育の付与により、これまで採用基準に満たなかった未経験者や一旦現場を離れていた人材の

採用が可能となり、採用母集団が拡大 

②フレキシブルなカリキュラム・時間編成を可能とする専用コースの設置により、就業者には夜間や週

末の開講を行う等、幅広い層へ教育機会を提供できることにより採用母集団が拡大 

 ③顧客ニーズを反映させた専用コースの設置により、無駄のない教育の実践 

 ④高等教育機関からの認証取得による一定水準以上の能力を有した人材の安定提供と顧客評価の向上 

 ⑤個別企業からのまとまった受注に対し個別企業毎のカリキュラムを作成し、一括受注を実現 

 

４．本提携による神戸動植物環境専門学校のメリットについて 

本提携はアウトソーシングの人材育成ニーズと神戸動植物環境専門学校における教育の専門性が見

事にマッチしたものであり、この提携を通して広く高度分析・バイオ関連技術者の育成に関わる社会

的ニーズに応えたいと考えております。 

具体的なメリットについては下記を想定しております。 

 ①キャリアアップを目指す人材の確保 

 ②企業ニーズの把握による迅速な教育への反映 

 ③即戦力人材の輩出 

 ④最新機器の提供を受けることによる最先端技術教育の実施 

 

５．アウトソーシングについて 

  商  号：株式会社アウトソーシング 

  設  立：平成９年１月 

資 本 金：4億6,946万5千円（2006年12月末現在） 

  売 上 高：21,197百万円（2006年12月期連結実績） 

所 在 地：静岡県静岡市駿河区南町11番1号 

代 表 者：代表取締役社長 土井 春彦 

  事業内容：生産アウトソーシング事業 

  営 業 所：庄内、北上、仙台、千葉、さいたま、熊谷、横浜、富士、藤枝、名古屋、富山、福井、 

大阪、岡山、福岡、久留米、他15営業所 

関連会社：株式会社アネブル、株式会社モルティ 

   

６．神戸動植物環境専門学校について 

名  称：学校法人神戸学園 神戸動植物環境専門学校 

代表者：理事長 稲葉 豊 

所在地：兵庫県神戸市東灘区向洋町中１丁目16番地 

設  立：昭和63年10月５日 

沿  革：昭和63年10月５日、学校法人神戸学園 神戸パストゥール・バイオ専門学校は、バ

イオテクノロジーのスペシャリストを養成することを目的に創立（所在地：兵庫県神

戸市中央区坂口通7-1-4）。 

     平成 16 年、神戸動植物環境専門学校に校名変更。バイオテクノロジーを教えるバイ

オ学科の他に愛玩動物のプロを育てる生命科学科を増科。所在地は兵庫県神戸市東灘

区向洋町中1-16 となる。ただし、バイオ学科を含むバイオ部門は春日野校舎（兵庫

県神戸市中央区坂口通7-1-4）。 
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７．今後の見通しについて 

 両者の提携関係を更に発展させ、神戸動植物環境専門学校が2007年５月30日に創設した学校法人神戸

学園 神戸ライフサイエンス分析センター（受託分析センター）と提携して、研修後に実践的な経験を積

ませる場として活用することで、未経験者を経験者として輩出していきながら、相互の事業拡大に繋げて

まいります。 

  

８．お問合せ先 

アウトソーシング 経営企画課 TEL 054-281-4888 os-ir@outsourcing.co.jp 

神戸動植物環境専門学校 バイオ部門 TEL 078-222-2758 bio@kap.ac.jp 

以上 


